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15年度研究テーマ異なる電荷を有する生体高分子混合物溶液および

それらから得られたフイルムの粘弾性と熟的性質

15-5-15:テーマ名異なる電荷を有する生体高分子間のコンプレックス

形成を利用した新規生分解性高分子材料の開発

ABSTRACT

Isotropicsolutionscomposedoftwokindsofbiopolymers,i.ehyaluronicacidIpolylysineand

xanthanIchitosanwereobtained.Viscoelasticpropertiesofsolutionsandfilmswhichwereobtained

fromthesolutionsbyremovingwaterweremeasuredbyacone-platetyperheometerandadynamic

tensilestrengthmeasurementapparatus.Compositionratiodependencesofviscoelasticityofthe

--__.l_ja.1-~;u:i:+^.solutionsandthefilmsweredetermined.The叩erimentalresultssuggestedthepossibilityof

f」C^-.j.viscoelasticitycontrolofsolutionsandfilms.Further,thermalpropertiesofblendswithdifferent

watercontentweremeasuredbydifferentialscanningcalorimeter(DSC).DSCmeasurements

showedtheaffinitybetweenpolymerblendsandwaterchangeddependingoncompositionratiooftwo

polymers.

研究目的

多糖類は動植物より比較的多量に抽出することのできる生体高分子であり、生分解性高分子材料と

しての利用が期待されているoしかし、これらのものを高分子材料として利用することを考えた場合、

1.多くの多糖叛は高分子電解質であり、容易に水に溶解する02・成型加工性に劣るなどの理由により

実用にあたっては多くの困難が存在する。
一方で、多糖類は、生体内の主として細胞外マトリックス中でコラーゲンなどのタンパクやその他

の生体分子と共に複雑な構造を形成して細胞の融合や保水性あるいは力学的性質の制御等を行ってい

る。
それゆえ、もしも多糖類と他の多糖を含む生体分子間の相互作用が明らかにされれば、これらの分

子間の相互作用を利用することにより、水に対する溶解性を制御したり、多糖類の成型加工性を向上

させる可塑剤を見出せる可能性もあると考えられる。
本研究では、異なる電荷を有する多糖と他の多糖またはポリアミノ酸との混合物の溶液物性および

溶液から得られた固体フイルムの物性を調べることを目的とする0本研究で用いたブレンド系は、ヒ

ァルロン酸/ポリリジン混合系とザンタン/キトサン混合系である0

-年間の研究内容と成果

ヒアルロン酸/ポリリジン混合系の研究で用いたポリリジンはランダムコイルのコンホメ-ショ

ンをとり、任意のヒアルロン酸/ポリリジン混合比の溶液を調製することが可能であるo組成比を変

ぇた水溶液の粘弾性測定からは、ヒアルロン酸分子の剛直性が変化することがわかったO一方、ザン

タン/キトサン混合系では、均一溶液を得るためには、どちらかの多糖をごく微量で溶解しなければ

ならず、限られた組成範囲での測定しか行うことが出来なかったoキトサンを添加することによりキ

トサン混合比の増加と共に水溶液の粘弾性は増加したo固体粘弾性測定からは、いずれの系において

も異種電荷間の静電的結合の増加による粘弾性の増加が観測されたo

熱測定からは、異種電荷間の静電的結合によって高分子問に複合体が形成されれば、複合体は、疎

水的な場を形成し、高分子と水との親和性が低下することがわかったo

展望
水溶液中での会合状態を広いpI一領域、および組成領域で調べ、溶液構造制御の可能性を調べるoそ

の上で、水との親和性制御や溶液から得られたフイルムの粘弾性制御の可能性を探るo
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